
防衛省におけるSakana AI支援のインテリジェ
ンス実証：公開情報（OSINT）分析とAIエー
ジェント技術の全貌 

Gemini 3.7 Flash 
契約締結の背景と実証事業の概要 
防衛省および防衛装備庁は、自衛隊の中枢における情報分析機能および意思決定プロセスの抜本

的強化を目指し、日本発のAIスタートアップであるSakana AI株式会社との間で実証契約を締結した1

。現代の安全保障環境はハイブリッド戦や情報空間の複雑化に伴い、収集すべき情報量が加速度

的に増大している3。防衛省の情報機関である情報本部の分析官が担う「総合分析業務」は、政策判

断や部隊運用を支える戦略的インテリジェンスの中核であり、公開情報（OSINT）、電波情報（SIGINT
）、画像・地理情報（GEOINT）などの多様な情報源を統合処理して報告書を作成する重責を担って
いる3。 
しかし、膨大なデータ流通量を前に、網羅的な情報収集や迅速・正確な分析、知見の体系的管理を

人手のみで完結させることには物理的限界が生じている3。加えて、市販の汎用生成AIを直接導入
する手法には、ハルシネーション（幻覚）の発生、データのバイアス、情報の鮮度や網羅性の不備、

さらには安全保障上の機密漏洩リスクといった構造的課題が存在する3。こうした背景から、防衛省

は高い推論信頼性と自律性を兼ね備えた国産AI技術の検証に着手した3。 
 

契約項目 詳細仕様・実績値 

案件名 総合分析業務に必要なAI機能の調査・実証1 

受注事業者 Sakana AI株式会社1 

発注元機関 防衛省 / 防衛装備庁（実務対象：防衛省情報
本部）3 

契約締結日 2026年7月29日（公表日：2026年8月24日）1 

契約金額 3億2,903万2,000円（防衛装備庁公表）3 

対象データ 公開情報（OSINT：有料・無料のオープンソー
ス全般）3 

事業完了予定 2027年度末（モデル試用・改修を経て成果報



告）3 

本事業の契約額は3億2,903万2,000円であり、Sakana AIが培ってきたAIエージェント技術およびマ
ルチモデル・オーケストレーション技術を活用し、実際のインテリジェンス業務フローに即した実証シ

ステムを構築・評価する3。 

実証対象領域と技術的メカニズム 
本実証の大きな特徴は、対象とするデータ領域を「公開情報（有料・無料を問わない）」に厳格に限

定している点にある3。機密性の高い電波情報や防衛秘密を直接AIに投入するのではなく、まず外
部公開情報の処理プロセスをAIエージェント群に委ねることで、セキュリティ上のリスクを極小化しつ
つ実用性を検証するアプローチが採られている3。 
実証は「情報収集の効率化」「分析能力の向上」「体系的な情報管理」という3つの相互連関する機
能領域に焦点を当てて推進される3。収集段階では、多言語にまたがる海外報道、論文、公的発表、

ソーシャルメディアなどの膨大な公開データから、複数の特化型エージェントが自律的に関連情報を

巡回・抽出する2。分析段階では、収集した断片的な事実同士をクロスチェックし、矛盾点の解消や因

果関係の抽出を行うことで、単なる要約にとどまらない戦略的シナリオや論点の構造化を支援する2

。管理段階では、分析プロセスと推論根拠をトレーサブルな形式で構造化し、後続の報告書作成や

組織内ナレッジの再利用を容易にする基盤を構築する3。 
 

機能領域 従来の人的運用における課

題 
AIエージェント技術による解
決アプローチ 

情報収集の効率化 膨大な多言語公開ソースの

巡回に伴う見落としやタイム

ラグ3。 

専門エージェント群が多言語

ソースを自律巡回し、重要情

報を即座にフィルタリング・集

約2。 

分析能力の向上 情報過多によるノイズ混入、

認知バイアス、複雑な因果関

係整理の高負荷3。 

長時間自律推論と仮説検証

ループにより、矛盾を解消し

戦略的選択肢を構造化3。 

体系的な情報管理 分析官個人の属人化、調査

履歴のサイロ化と後続業務

への再利用難3。 

根拠情報の追跡可能性（ト

レーサビリティ）を担保した構

造化知識ベースの構築3。 

Sakana AIの技術的バックボーンには、単一の巨大モデルに過度に依存せず、タスクに応じて専門モ
デルを動的に編成・協調させる「Conductor」アーキテクチャ（Sakana Fugu基盤）や、推論時計算量
（Inference-time Compute）を拡大させて最大8時間におよぶ自律的仮説探索を実行するリサーチ
エージェント技術（Sakana Marlin）が存在する8。同社は2026年7月の公開情報分析競技会「Diver 
OSINT CTF 2026」において、自社開発のオーケストレーションモデル「Fugu-Ultra 1.1」を活用した
OSINTエージェントを投入し、850以上の参加チーム中5位の成績を収めるなど、実践的な公開情報
分析能力を実証している12。 



日本の防衛AI戦略における多層構造と役割分担 
防衛省が展開するAI導入施策は、情報本部の戦略インテリジェンスにとどまらず、作戦計画の立案
や前線部隊の指揮統制（Command and Control: C2）までを網羅する多層的なエコシステムを形成
している2。自衛隊が直面する任務のレイヤーに応じ、国内の主要AIベンダーと防衛産業が明確な役
割分担のもとで実証を進めている2。 
 

プロジェクト名 発注・研究機関 参画企業 / 採用モデ
ル 

適用レイヤーと担務

領域 

総合分析業務に必

要なAI機能の調査・
実証 
[cite: 1, 3] 

防衛省 / 防衛装備庁
1 

Sakana AI 
 
（AIエージェント / 
オーケストレーショ

ン）3 

戦略インテリジェンス

（国家政策レベル） 
 
公開情報（OSINT）の
収集・分析・管理、戦

略的シナリオの構造

化3。 

観測・報告・情報統

合・資源配分高速化

の研究 
[cite: 17, 18, 19] 

防衛装備庁 防衛イノ
ベーション科学技術

研究所（DISI）3 

Sakana AI 
 
（小規模エッジVLM / 
複数AI統合）2 

戦術・指揮統制基盤

（C2レベル） 
 
陸海空ドローン・各

種センサーからの

データ統合、制約下

通信環境下での前

線処理高速化2。 

生成AI等を用いた作
戦環境情報の分析

支援 
[cite: 20, 21, 22] 

防衛装備庁 新世代
装備研究所20 

Preferred 
Networks (PFN) 
 
（PLaMo 3.0 Prime）
21 

作戦計画立案（司令

部運用レベル） 
 
文書・地理空間情報

の統合、作戦シミュ

レーションおよび作

戦計画策定支援21。 

新指揮統制ソフト

ウェア開発 
[cite: 16] 

統合幕僚監部 / 統合
作戦司令部16 

三菱重工業 等 
[cite: 16, 22] 

全ドメイン統合防衛

アーキテクチャ 
 
自衛隊基幹システム

への国産AIモジュー
ル組み込み、防衛ア

セットの統制16。 



Sakana AIが防衛装備庁から受注した案件を比較すると、2026年3月のDISI案件が「前線のドローン
やセンサーから得られるデータを統合し、即応的な指揮命令につなげる戦術・運用レベル（C2）」を
対象としていたのに対し、同年7月29日契約の本案件は「国家安全保障政策全体を支える戦略イン
テリジェンス（OSINT総合分析）」を対象としている3。これにより、Sakana AIの技術提供範囲は現場
の戦術支援から中枢の戦略的意思決定支援へと大きく垂直展開した3。 

AI主権の確立とソブリン環境における安全保障上の意義 
本事業の根底には、防衛・インテリジェンスの中枢機能において「AI主権（AI Sovereignty）」を確保
するという地政学的な要請が存在する7。 
外国製のフロンティアモデルは高い性能を持つ反面、米国の輸出管理規則や特定モデルの外国人

利用制限といった地政学的リスクを内包しており、基幹的な防衛システムを単一の海外ベンダーに

全面依存することは供給途絶やアクセス遮断の脆弱性を招く11。また、安全保障上の最高度機密を

取り扱う防衛業務においては、海外クラウドへのデータ送信が法制上・運用上制限されるため、外部

ネットワークから物理的に隔離された環境（エアギャップ）や国内の主権的データセンターで完結する

国産基盤の存在が極めて重要となる2。 
日本政府は、世界最先端のAI技術知見を取り入れつつも、最終的な情報統合や意思決定支援の中
枢を国内自律的なシステムで完結させる「二層構造アーキテクチャ」の確立を推進している2。防衛省

が統合作戦司令部を中心に整備を進める「高機密ソブリンクラウド」構想において、Sakana AIの軽
量・高効率なエージェントモデルやモデルマージング技術は、国外依存を排した強靭な防衛計算基

盤の構築に寄与する17。 
なお、防衛省が追求するAI導入は「AIによる自動交戦や完全自律型の判断」ではなく、あくまで分析
官や指揮官の認知的負荷を軽減し、より高次の判断を支援する「Human-in-the-loop（人間参加
型）」を大前提としている5。AIエージェントが情報のスクリーニングや複数のシナリオ・選択肢を構造
化して提示し、最終的な情勢評価や意思決定の責任は人間が負うという運用原則が維持されてい

る5。 

実装ロードマップと今後の展望 
本実証事業は2027年度末までの複数年にわたるロードマップに基づいて展開される3。 
初動段階として、2027年度初頭にかけて防衛省側へ実証用プロトタイプモデルが提供され、情報本
部の分析官が実際の業務シナリオに即したテスト試用を実施する3。公募仕様に基づき、言語モデル

のみならず推薦型手法やマルチモーダル処理、オンプレミスとセキュアクラウドを組み合わせた実行

環境の適合性が評価される3。 
次いで、分析官からの実務的フィードバックを踏まえたアルゴリズムの改修、偽情報・認知戦対策機

能の統合、国内外の最新AI技術動向や法制度・コスト面の課題整理が進められる3。2027年度末に
はこれらすべての実証成果と技術評価を取りまとめた最終報告書が策定され、本格的な基幹システ

ムへの社会実装に向けた移行判断が行われる予定である3。 
将来展望として、本事業で確立されるOSINTエージェント基盤は、防衛省が保有する閉域ネットワー
ク内の電波情報（SIGINT）や衛星画像（GEOINT）などの機密インテリジェンスと有機的に結合する
「全ドメイン情報融合」へと発展する可能性を秘めている2。公開情報に基づく大局的な兆候察知と、

機密センサーによる精密検証をシームレスに統合することで、日本の防衛における情報処理の即応

性と精度は飛躍的に向上するものと評価される2。 
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